
就労支援プログラム事業 【滋賀県日野町】

【実情】 少子高齢化と人口減少が進む中で、地域の企業・事業所では深
刻な人手不足が顕在化しており、若者の地元定着や UIJ ターンによる移
住定住施策による人材確保、子育て中の親、特に女性の就労復帰によ
る人材確保が必要となっている。
【課題】子育てと仕事の両立に対する不安や限界感が、出産後の女性が
職場復帰を断念せざるを得ない状況を生み出している。

地域の実情と課題

• ハローワーク東近江
• 滋賀県女性活躍推進課

• マザーズジョブステーション
• 近隣自治体
• 町内企業・事業所
• 日野町商工会
• 事業委託業者

連携団体

主に在宅で子育て中の女性をターゲットに、今後の就労復帰または新た
な就労を考えておられる方に向けた事業を開催したが、子育てと仕事の
両立に関して整理・具現化する機会を提供するためには、すでに仕事と
子育てを両立している女性や子育てを終えた女性など様々な女性と交
流できる機会を創出し支援していくことが必要である。定員に対し、参加
者が少ない状況であるため、潜在的な関心層が参加しやすい環境を整
えるとともに、内容や周知方法を工夫していく必要がある。

今後の課題

事業による出産後の女性の復職者の増加数：14人
就労相談件数：4人
セミナーによる「在宅ワーク」や短時間就労といった多様な働き方に関す
る情報提供や子育てと仕事の両立や社会復帰等に関する相談を個別に
行える相談会を実施することで、これまでの経験や生活状況を振り返り
ながら自己理解を深め、希望する働き方や就労条件の整理、子育て女
性の不安の軽減や解消を図りつつ、社会復帰に向けた就労支援を行う
ことができた。

事業の効果

【目的】女性活躍支援施設「ぽけっと」において過去に実施した事業で効
果のあった専門カウンセラー等による就労相談会や就労支援セミナーに
より、子育て女性のニーズを把握しつつ総合的に支援していく仕組みを
構築し、働きたい意思のある子育て女性が出産や育児を理由として退職
することなく子育てと仕事を両立させ、安心して就労復帰し、働き続けら
れる環境づくりを目指す。
【目標】事業による出産後の女性の復職者の増加数：27人

就労相談件数：20人

目的・目標

平成30年度地方創生拠点整備交付金を活用して整備した女性活躍支援
施設「ぽけっと」において、子育てや就労の相談ができるワンストップ窓
口を設置し、令和元年度から女性の就労支援事業を実施している。

事業の特徴

個別事業費 488 千円

交付金額 244 千円

事業番号 ①



事業の概要

• 就労セミナー＆相談会

結婚、出産および子育てによる離職後、再就職を考えている人および仕事と
子育ての両立で悩んでいる「働きたい女性」を支援するため、専門のキャリア
カウンセラーに個別に相談ができる相談会や在宅ワークをはじめとした多様
な働き方を学び、参加者のこれまでの経験や生活状況に合わせた多様な働
き方を提示する就労セミナーを実施することにより、希望に沿った生活や働き
方を実現するための支援を行った。

就労相談会 ：9月17日（水）
参加者 ：4名
就労セミナー ：9月24日（水）
参加者 ：11名

▼就労セミナー＆相談会チラシ

▼就労セミナーの様子
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